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住吉海岸の波の特徴住吉海岸の波の特徴

一つ葉の海岸は宮崎の中でも流れやダシが強く
遊泳には適してない海岸線

年間を通してサーフィンできるほどの波があり、
波が無い日のほうが少ない

波は水量が多く、波に力がありサーフィンには適
していた。

過去には全国のプロの大会が開催されたことも
ある



沿岸部の風沿岸部の風

夏場（暖かい時期）は日中は南東の風で
朝夕は南西の風

冬場（寒い時期）になると日中は北東の風
で朝夕は北西の風



海の流れ海の流れ

ウネリの向きによって変化する

南からのうねりの場合は北に流れる

北からのうねりの場合は南に流れる

●一般的に低気圧や台風が通過すると南か
ら北にうねりの向きが変っていく



ポイントの減少ポイントの減少

現在までに6箇所以上のポイントがサーフィン

できなくなっている

(海岸の後退の為ではなくテトラ投入の為）

深刻なサーフィンポイント（海岸）の減少は
1990年以降となっている

(ちょうどこの時期から湾岸整備が加速）

・今後も更なる減少が懸念される



現在の住吉海岸現在の住吉海岸

海岸侵食の影響により砂浜が減り、低気圧や台
風などの通過で波が高い状態になるとビーチで
歩ける部分は無くなってしまう

ビーチの減少と沿岸部の急勾配な傾斜により亀
がせっかく産卵に上陸しても産卵する場所がな
い為にそのまま帰ってしまうケースも

大潮の干潮時には沿岸は潮干狩りなどで賑わっ
たが現在はほぼ０に等しい

近年は不法投棄などによる海岸景観の悪化も深
刻になっている



侵食が考えられる原因侵食が考えられる原因

近年の猛烈な台風

ダム

湾岸整備

テトラ投入による負の連鎖

補足

これらの見解は自然現象なのか開発による影響なのかは一概に言えな
い。サーファーの体感的なものです



私達の活動私達の活動

月に一度のビーチクリーン

海岸の定点調査

貝殻の採取



サーファーの願いサーファーの願い

是非昔から海岸を知っている人たちに今の現状を見
て欲しい

わずか２０年足らずでここまで海岸に変化を与えた
開発を早く最善の方向に向けて欲しい

現状に起こりうる災害対策もだが10年、２０年先を考
えた開発をできるだけ行って欲しい

決してサーフスポットが失われるから行っている主張
ではありません

海岸は宮崎にとって重要な財産だとわかってほしい

（将来の世代に残すものは有料道路でもテトラポットで
もなく美しいビーチにしたい）
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